
温度範囲 容量変化率

-25～85℃ ±10%

-25～85℃ +30%、-80％

-55～85℃ ±15%

-55～125℃ ±15%

-55～150℃ ±15%

-30～85℃

特性

JB（B）

JF（F）

X5R

X7R

X8R

Y5V

規格

JIS

EIA

+22%、-82％

温度範囲 容量変化率

0±60ppm/℃

-750±120ppm/℃

350～1000ppm/℃

0±30ppm/℃

特性

CH

UJ

SL

C0G

規格

JIS

EIA

-50℃ ＋20℃ ＋100℃

CH特性

F特性

B特性

X8R特性容
量
変
化
率

0％

温度

-25～85℃

-25～85℃

20～85℃

-55～125℃

汎用セラミックコンデンサは大きく低誘電率系（種類Ⅰ）と高誘電率系（種類Ⅱ）に
分類され、さらに温度特性によって細かく分けられる。温度特性はEIA規格やJIS
規格などによって定められている。その一例をまとめると下表のようになる。

セラミックコンデンサは温度特性に応じた使い分けが重要。

セラミックコンデンサの特性・タイプ 多種多彩なTTDKのコンデンサ製品群のコンデンサ製品群

誘電体の種類による分類と温度特性
低誘電率系（ 種類Ⅰ）

●低誘電率系（ 種類Ⅰ）の記号と特性例 ●高誘電率系（種類Ⅱ）の記号と特性例

高誘電率系（種類Ⅱ）
あらゆるニーズに
対応する製品
ラインアップ。

低ESL  フリップタイプ

低ESL  3端子貫通コンデンサ

超低ESL  ULIコンデンサ

積層型リード付コンデンサ

円板型リード付
中高圧セラミックコンデンサ

コンデンサアレイ

メガキャップ

高温度保証 X8Rコンデンサ

超高電圧コンデンサ

高電圧貫通型コンデンサ

09 汎用タイプから特殊用途、応用製品まで豊富にラインアップ。 10

誘電体：酸化チタン系など 誘電体：チタン酸バリウム系

温度による容量変化が小さい。

誘電率が高いので大容量が得られる。
温度による容量変化が大きい。

誘電率が低いので、
あまり大容量は望めない。

長所……
短所……

長所……
短所……

汎用コンデンサ

端子電極方向を反転(フリップ)した
構造によりESLを低減。ICのデカップ
リングなどに最適。

超小型0402サイズから高・大容量タ
イプまで、豊富な品揃えの主力製品。

独自の内部構造によりESLを大幅低
減した多端子型。CPUのデカップリ
ング用など。

貫通型コンデンサを積層化した
低ESLコンデンサ。

熱や機械的衝撃によるストレス対策の
金属製キャップ付。同じ面積で2倍の静
電容量を実現。電源平滑回路など。

車載機器などに最適なX8R特性(-55
～150℃)品。

電力遮断器、配電線、レーザ装置など。

電子レンジなどのマグネトロン用。

周波数特性にすぐれる高信頼性品。

低損失･高耐圧・高信頼性。

DC-DCコンバータの入力部やスナバ
回路、バラスト回路など。

複数のコンデンサ素子を1チップ化
した多連型コンデンサ。

中耐圧コンデンサ
高耐圧コンデンサ

高容量とは、JF特性：1μF以上10μF未満。 JB特性：0.022μF以上10μF未満。
大容量とは、10μF以上(JF特性、JB特性とも)。 中耐圧とは100V～630V。 高耐圧とは1000V～3000V。

F特性は温度が変わると静電容
量が落ちる。
 

汎用製品

平滑回路
カップリング回路
デカップリング回路

CH特性は、ぜんぜん
変わらない。

温度補償用
高周波回路
フィルタ回路

応用製品 中・高耐圧
製品




